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中部国際空港のCO2削減に向けた取組方針等

脱炭素に向けた取組方針・課題・目標
中部国際空港セントレアは、2021年5月、下記内容の「セントレア・ゼロカーボン2050」を宣言。
・2050年までに空港の地上施設からのCO2排出について、実質ゼロを目指します。
・まずは、国が掲げる2030年度の温室効果ガス削減目標(2013年度⽐46％削減)の達成
に向け、取組みを進めてまいります。
・取組みの推進にあたっては、セントレアエコエアポート推進協議会、国、自治体など関係
者と連携・協⼒してまいります。

2013年度 2019年度 2030年度 2050年

2013年度対比４６％削減（２．６万t）

3.1万t

5.7万t
5.9万t

(基準年度)

【当空港の地上施設からのCO2排出量推移】

2019年度対比 2.8万ｔ削減（４８％）

・・・
実質ゼロ
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中部国際空港のCO2削減に向けた主な取組みイメージ図
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中部国際空港の環境負荷低減の取り組み
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中部国際空港の環境負荷低減の取り組み

地域冷暖房（コージェネ/海水利用設備）

太陽光発電 ＧＰＵ（グランド・パワー・ユニット）

ハイドラント給油
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中部国際空港の環境負荷低減の取り組み
雨水利用

自然採光と光触媒ガラス
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これまでの水素関連の取り組み
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水素関連の取り組み

時 期 内 容

2006年7月
~2015年10月

空港島内において、愛知万博(2005)で使⽤した燃料電池バス（FCﾊﾞｽ）と水素ステーションを⽤いて
実証実験を実施

2015年 2月 愛知県が「愛知県水素ｽﾃｰｼｮﾝ整備・配置計画」を策定
【目標︓2025年度末 県内100基設置 （2020年7月現在︓33基 7基は整備中）】

2015年 3月 愛知県が「水素ｴﾈﾙｷﾞｰ社会形成研究会」を⽴ち上げ

2015年 6月 セントレア水素社会形成WG開始（愛知県が事務局）

2017年 7月 セントレアＦＣ産業⾞両導⼊促進WG開始（愛知県が事務局）

2018年11月 産業⾞両⽤水素充填所ステーションオープン

2019年 3月 セントレア水素ステーションオープン

2019年6月 セントレアとイオンモール常滑間のシャトルバスとしてFCバスの運⾏開始

2020年 1月 FCトーイング（豊田自動織機㈱）実証実験開始（2020年10月で終了）
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セントレア水素ステーション

■開 所︓2019年3月19日
■設置･運営︓東邦ガス株式会社
■所 在 地 ︓旧実証実験⽤水素ｽﾃｰｼｮﾝ⽤地
■敷地面積 ︓約２千m2
■製造方式 ︓都市ｶﾞｽ(CH4)をH2に改質。
■供給圧⼒ ︓７０ＭＰａ（約700気圧）
■供給能⼒ ︓ＦＣＶ（１時間に5〜6台対応）、ＦＣバス
■営業時間 ︓11:00-18:00 ⽊・⾦曜日休み

ｴﾈﾙｷﾞｰ
供給会社

ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ
空港

警察署

←PTB 貨物地区→

中電
変電所

ｾﾝﾄﾚｱ西

ＧＳ

水素
ｽﾃｰｼｮﾝ

パース図(鳥瞰) （東邦ガス㈱提供）



9

産業⽤⾞両水素充填所

⼀般⾞・バス⽤水素
ステーション

産業⾞両⽤水素充
填所(貨物地区内)

■オープン ︓2018年11月２日
■場 所︓中部国際空港

貨物地区内
■敷 地︓1,160m2
■設置・運営︓鈴⽊商館㈱

【施設概要】
●水素製造方法
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰである
太陽光電⼒等から水の
電気分解による水素製造。

●供給対象
燃料電池(FC)ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ他、
産業⾞両

●水素製造能⼒
2.5tFCﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 12台/日
太陽光発電電⼒ ３台
商⽤電⼒ ９台

太陽光ﾊﾟﾈﾙ
(敷地の約1/2)

水素ｶﾞｽﾀﾝｸ

水素圧縮機
(0.4→45MPA)

ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ
水電気分解式
水素製造装置

散水⽤貯水ﾀﾝｸ

販売ｽﾀｯﾌ待機所

障壁(鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

受電設備
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セントレアと常滑イオンを結ぶ燃料電池バス

2019年3月に運⾏を開始した燃料電池バスは、水素エネルギーの利活⽤のモデルケース
として以下の目的を達成するため運⾏。
①空港島周辺の環境負荷低減
②世界最先端の燃料電池技術の実⽤化によるショーケース
③セントレア水素ステーションの活⽤
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これからの水素利⽤の方向性
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燃料電池トーイングトラクターの実証実験

豊田自動織機として水素エネルギーのさらなる利活⽤を目指して、環境省の補助⾦を
活⽤しながら2020年1月から10月まで中部国際空港のエアサイドをフィールドとして、中
部スカイサポートの協⼒を得て燃料電池トーイングトラクターの実証実験を実施。



13

移動式簡易充填装置の実証実験

産業⽤燃料電池⾞両の更なる普及のためには、定置型の充填所だけではなく、水素を
カードルに⼊れて運搬して使⽤する簡易な充填装置の普及も目指して、愛知県におい
て2020年度に実証実験を実施。
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中部圏水素利⽤協議会（１）

設⽴時期︓2020年3月
目的︓水素の需要拡大と安定的な利⽤のためのｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ構築を

目指し、水素大規模利⽤の可能性を検討
協議会会員︓⺠間企業11社

⇒産業界全体で横断的に検討を進める日本初の取り組み
※中部国際空港（株）は2020年6月からオブザーバーとして参画

＜協議会参画企業＞事務局企業は、住友商事株式会社、トヨタ自動⾞株式会社、
株式会社三井住友銀⾏

※中部圏水素利⽤協議会資料から
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中部圏水素利⽤協議会（２）

※中部圏水素利⽤協議会資料から
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あいち・とこなめスーパーシティ構想（１）

愛知県と常滑市では、中部国際空港島・周辺地域を中⼼に、我が国を代表する国際観
光都市を実現するとともに、最先端技術・サービスの社会実装フィールドとすることでイノベー
ション創出の拠点化を進める構想

※あいち・とこなめスーパーシティ構想資料から
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あいち・とこなめスーパーシティ構想（２）
（ゼロ・カーボンで世界最高水準のレジリエンス機能の実現）

あいち・とこなめスーパーシティ構想では、今後、モビリティのＥＶ化、ＦＣＶ化とともに、
地域の電⼒利⽤のデジタル化、電化、水素化や定置型蓄電池の活⽤を検討し、エネル
ギーマネジメントを組み合わせたエネルギーの最適制御を目指すことで、快適な暮らしとエ
ネルギー有効活⽤の両⽴を図ると謳っている。

※あいち・とこなめスーパーシティ構想資料から
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水素スマートシティ神⼾構想から

神⼾市では、地球温暖化の切り札として期待される水素に着目し、「水素スマートシティ
神⼾構想」を掲げ、産官学の連携のもと、様々な取り組みを推進。
その中で、海外から液化した水素を運び、神⼾空港島に建設された荷揚げ基地には、
液化水素を荷揚げするためのローディングアームや液化水素を貯蔵できるタンクが設置。

※神⼾市HPから
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水素スマートシティ神⼾構想から
水素コージェネレーションシステムの実証

神⼾空港島に荷揚げされた液化水素を活⽤して、ポートアイランドに水素と天然ガスを
燃料とする１ＭＷ級のガスタービンを⽤いたコージェネレーションシステム（水素CGS）を
活⽤して、ポートアイランドにある国際会議場、病院、下水処理場などに「電気」「熱」を
供給する試みを⾏っている。 ※神⼾市HPから
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最後に

⑤経済界
との連携②エネルギー関連

補助⾦制度活⽤

・各種補助⾦制度活⽤
・カーボンクレジット

③国・自治体との
水素普及政策との連携

・あいち低炭素水素ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ

④空港拡張時

・２本目滑⾛路

⑥国・自治体イノ
ベーション政策連携

・スーパーシティ構想
・スタートアップ企業
・リニア開通

・BCP視点での空港島
エネルギーの自⽴化

①災害対応ニーズ

・中部圏水素利⽤協議会

空港価値を向上する各種⾏政施策と連携し、ステップを踏みつつカーボンニュートラルを
達成することが必要
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ご清聴、ありがとうございました。


